
みなみさんりく

No.No. 47
平成 29 年 11 月 １日発行

発行／南三陸町議会　編集／議会広報に関する特別委員会
宮城県本吉郡南三陸町志津川字沼田101番地　TEL0226 ー 46 ー 1375

議会だより

南三陸創生への
　　　第１歩は？
南三陸創生への
　　　第１歩は？

特集

 

特集

 P2

予算はどう使われたのか
生涯学習センター・松原公園整備へ
タブレット端末導入について調査
未請求問題の全体像見える
追及  町民税等に誤り
ここが聞きたい
９月定例議会
請願・陳情・要望書
まちづくりへの提言

         

P 4

P 6

P 7

P 8

P 9

P10

P18

P19

P20

〈決算審査〉

〈補正予算〉

〈議会のうごき〉

〈特別委員会〉

〈全員協議会〉

〈一般質問〉

〈議案一覧〉

〈議会へのお願い〉

〈委員会報告〉

《表紙》250 年以上の歴史を持つ
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議
員
に
よ
る
発
議 

議
員
に
よ
る
発
議 

特
集

平成 28 年度決算認定９月定例会

復興・創生期間始まる復興・創生期間始まる

　
町
は
、
平
成
28
年
度
の

五
つ
の
施
政
方
針
に
関
す

る
取
り
組
み
と
決
算
の
状

況
に
つ
い
て
、
以
下
の
通

り
説
明
し
ま
し
た
。

①
復
興
を
最
優
先
に
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

８
２
７
区
画
、
災
害
公
営
住

宅
７
３
８
戸
の
整
備
が
完
了

す
る
と
と
も
に
、
さ
ん
さ
ん

商
店
街
を
皮
切
り
に
低
地
部

で
の
事
業
再
建
も
始
ま
っ
た
。

②
子
育
て
支
援
の
拡
充

　

平
成
28
年
１
月
に
策
定
し

た
「
南
三
陸
町
総
合
戦
略
」

に
基
づ
き
、
保
育
料
の
軽
減

措
置
や
子
ど
も
医
療
費
に
係

る
所
得
制
限
の
撤
廃
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、
新
た
に
子
育

て
応
援
券
事
業
も
開
始
し
た
。

③
移
住
・
定
住
人
口
の
増

　

加
対
策

　

移
住
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

12
件
の
相
談
を
受
け
６
件
が

定
住
に
結
び
つ
い
た
。
移
住

者
向
け
の
家
賃
補
助
に
つ
い

て
は
７
件
、
79
万
円
の
補
助

を
行
っ
た
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
２
名
を
受
け
入
れ
、

町
内
で
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。

④
交
流
人
口
の
拡
大

　

観
光
客
の
入
込
数
は
対
前

年
比
１
３
１
２
人
増
の
80
万

６
１
５
３
人
と
な
っ
た
。
台

湾
を
中
心
と
し
た
訪
日
外
国

人
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
教

育
旅
行
等
の
積
極
的
な
誘
致

に
よ
り
27
校
、
６
６
５
人
の

方
々
が
訪
れ
た
。

⑤
南
三
陸
ブ
ラ
ン
ド
構
築

　

地
域
資
源
の
魅
力
化
・
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
地
元
産

材
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
各
団
体
に
補
助
金
の
交

付
を
行
な
う
な
ど
、
足
腰
の

強
い
地
場
産
業
の
礎
と
な
る

取
り
組
み
を
行
っ
た
。

28
年
度
決
算
概
要

総 

括 

質 

疑

問答

問答問

答

問答問

答

問答

　

（
小
野
寺
久
幸
議
員
）

合
併
の
目
的
と
そ
の
達
成

具
合
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
　

震
災
前
ま
で
の
時
点

で
、
取
り
組
む
べ
き
事
業

の
約
８
割
が
完
成
ま
た
は

着
手
済
み
で
あ
り
、
旧
町

が
抱
え
て
い
た
課
題
の
改

善
や
解
消
に
一
定
程
度
以

上
の
成
果
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
防

災
庁
舎
の
今
後
は
。

　
　

少
な
く
と
も
県
有
化

し
た
20
年
間
は
震
災
遺
構

と
し
て
し
っ
か
り
管
理
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
様
々
な

議
論
を
行
い
最
終
決
定
す

る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
ソ

フ
ト
面
に
お
け
る
子
育
て

環
境
と
移
住
・
定
住
対
策

へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
や

保
育
料
等
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
小
児
科
や
産
婦
人
科

等
の
町
だ
け
で
は
解
決
が

難
し
い
問
題
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）

財
務
上
は
赤
字
額
が
減
少

し
て
い
る
が
、
人
口
減
少

と
財
政
規
模
が
縮
小
し
て

い
る
中
で
今
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
　

人
口
減
と
復
興
事
業

の
終
了
後
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
し
っ
か
り
と
し
た
方

針
が
な
い
と
持
続
で
き
な

い
。
将
来
へ
の
ツ
ケ
を
残

さ
ず
に
復
興
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
。

　
　

現
時
点
で
町
の
財
政

が
ひ
っ
迫
し
て
お
り
気
を

引
き
締
め
る
べ
き
か
、
余

事　　　業　　　　　　　 収　益　　　　   費　用　　　　  事業損益
水道事業 

病院事業 

訪問看護ステーション事業

5億5,150万円

17億4,451万円

4,579万円

5億  697万円

20億1,908万円

4,299万円

4,453万円

△ 2億7,457万円

280万円

水道事業…災害復旧と経営努力で純利益確保

病院事業…病床稼働率、外来患者数上昇も損失発生

事　　　業　　　　　　　 歳　入　　　　　歳　出　　　　   収　支
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

市場事業

漁業集落排水事業

公共下水道事業

26億    62万円

１億3,455万円

16億5,958万円

3,417万円

3,392万円

3億4,112万円

23億9,189万円

１億3,202万円

15億3,069万円

3,012万円

2,573万円

3億2,314万円

2億  873万円

253万円

1億2,889万円

405万円

819万円

1,798万円

特別会計

一般会計 歳入　501 億 2,216 万円　  歳出　439 億 8,471 万円
形式収支額（歳入額−歳出額）…61.4 億円。翌年度へ 39.4 億円を繰越。

実質収支額（型式収支額−繰越額）…21.9 億円の黒字決算。財政調整基金へ 11 億円を積立。

地方消費税交付金　2.3 億円  0.5%

国庫支出金     59.7 億円 11.9%

繰入金　229.6 億円45.8%

寄附金      　 1.5 億円  0.3%

繰越金     41.6 億円  8.3%

その他       2.3 億円  0.5% 町　税         12.7 億円  2.5%

町　債     29.9 億円  6.0%

地方交付税      92.8 億円 18.5%諸収入       6.8 億円  1.4%

県支出金　   15.6 億円  3.1%

財産収入       6.3 億円   1.3%

総務費　     22.7 億円  5.2%

民生費　     21.1 億円  4.8%

衛生費　     10.3 億円  2.4%

議会費　  １.1 億円  0.3%

商工費　       3.3 億円  0.7%

土木費　       6.2 億円  1.4%

消防費　       5.3 億円  1.2%

農林水産業費     6.2 億円  1.4%

災害復旧費     32.6 億円  7.4%

公債費　     13.6 億円  3.1%

復興費　 305.0 億円 69.4%

教育費　　  12.4 億円  2.8%

～まちづくりの指針は示せたか～

南三陸創生への第一歩は？

力
が
あ
る
う
ち
に
積
極
的

に
財
政
運
営
を
す
る
べ
き

か
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

財
政
的
な
ゆ
と
り
の

有
無
よ
り
も
、
後
世
に
ど

う
い
っ
た
も
の
を
残
し
て

い
く
の
か
が
大
切
。
事
業

の
要
不
要
の
判
断
は
こ
の

２
年
が
節
目
と
な
る
。

　

(

菅
原
辰
雄
議
員)

決
算

の
内
容
に
つ
い
て
努
力
し

た
と
思
う
が
、
ど
う
思
う

か
。

　
　

事
業
が
一
定
程
度
進

め
る
こ
と
が
出
来
た
と
考

え
て
い
る
。

　

(

髙
橋
兼
次
議
員)

復
興

事
業
の
ハ
ー
ド
面
か
ら
ソ

フ
ト
面
へ
の
転
換
は
。

　
　

そ
の
認
識
を
持
っ
て

課
題
解
決
に
当
た
っ
て
い

き
た
い
。

問答

歳入歳入

歳出歳出
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予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た
の
か

平
成
28 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

︵
佐
藤
宣
明
委
員
︶
被
保

険
者
数
が
減
少
し
て
い
る
理

由
は
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

へ
の
異
動
や
社
会
保
険
へ
の

加
入
が
増
え
て
こ
と
に
よ
る

も
の
。

　
　

来
年
４
月
か
ら
国
保
の

運
営
が
宮
城
県
に
移
行
さ
れ

る
が
、
保
険
税
の
動
向
は
。

　

︵
佐
藤
宣
明
委
員
︶
収
入

未
済
額
が
前
年
度
比
で
40
％

減
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
要

因
は
。

　
　

電
話
に
よ
る
納
税
相
談

や
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
効
率
的
な
徴
収
対
策
を
行

な
っ
て
い
る
。

　
　

法
人
町
民
税
が
伸
び
て

い
る
が
、
震
災
復
興
事
業
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
か
。

　
　

業
種
別
で
は
建
設
業
が

大
き
く
、
次
い
で
製
造
業
、

卸
売
業
の
順
で
あ
る
。

　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶
入
湯

税
の
使
い
道
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　

観
光
振
興
に
役
立
て
る

目
的
税
と
し
て
、
観
光
振
興

基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

　

地
方
交
付
税

町
　
税

雑
　
入

使
用
料
及
び
手
数
料

　

︵
後
藤
伸
太
郎
委
員
︶
住

民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
は
ど
の
く
ら
い

　

︵
小
野
寺
久
幸
委
員
︶
東

京
電
力
損
害
賠
償
金
の
対
象

は
。

　
　

上
水
の
水
質
検
査
、
汚

染
牧
草
の
保
管
、
焼
却
灰
の

一
時
保
管
と
放
射
能
測
定
に

係
る
経
費
で
あ
る
。

　

︵
佐
藤
宣
明
委
員
︶
単
一

予
算
主
義
の
原
則
に
則
り
、

四
半
期
ご
と
に
執
行
状
況
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
補
正
し
て

い
け
ば
、
執
行
率
は
改
善
す

る
と
思
う
が
。

　
　

復
興
事
業
の
性
格
上
、

大
き
な
不
用
額
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
で
そ
の
都
度
整
理
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

決
算
は
黒
字
で
あ
る
も

の
の
、
事
業
が
完
了
で
き
ず

に
不
用
額
が
多
く
出
て
い
る

現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
を
し
っ
か
り

積
み
上
げ
て
正
確
に
予
算
を

計
上
す
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
い
く
。

　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶
地
方

創
生
推
進
費
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
、
地
域
資
源
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
事
業
委
託
料
の

内
容
は
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
昨
年
度
よ
り
２
名
が
都

市
部
か
ら
住
民
票
を
移
し
て

活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
南
三
陸
へ
の
移
住

と
起
業
を
目
指
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
。
ま
た
南
三

陸
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
Ａ

Ｓ
Ｃ
認
証
の
カ
キ
や
Ｆ
Ｓ
Ｃ

認
証
の
木
材
等
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
、
１
次
産
業
に

従
事
す
る
方
々
が
潤
う
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

　

︵
小
野
寺
久
幸
委
員
︶
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
定
住

で
き
る
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
体

制
は
。

　
　

期
間
が
３
年
と
い
う
制

度
な
の
で
、
期
間
終
了
後
は

町
と
し
て
創
業
に
対
す
る
支

援
を
行
い
、
産
業
と
し
て
一

人
立
ち
で
き
る
よ
う
に
フ
ォ

予
算
管
理
は
適
切
か 

　

　             

︿
総
務
費
﹀

地
域
の
活
力
向
上
を
目

指
す          

︿
総
務
費
﹀

　

︵
後
藤
伸
太
郎
委
員
︶
子

育
て
応
援
券
制
度
の
今
後
の

継
続
性
と
、
実
際
の
使
用
状

況
は
。

　
　

昨
年
度
は
４
３
６
万
円

の
実
績
が
あ
り
、
当
面
は
制

度
が
維
持
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
使
用
用
途
に
つ
い
て

の
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

考
慮
し
た
上
で
制
度
設
計
に

役
立
て
て
い
き
た
い
。

　
　

外
部
か
ら
子
育
て
世
代

や
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
た

め
に
は
、
応
援
券
の
金
額
を

上
げ
る
と
い
っ
た
制
度
の
拡

充
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

財
政
と
の
協
議
も
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策

の
拡
大
を   

︿
民
生
費
﹀

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
有
害

鳥
獣
対
策
の
電
気
策
の
効
果

は
出
て
い
る
の
か
。

　
　

電
気
柵
の
設
置
に
対
し

て
３
件
の
補
助
を
行
な
っ
た

が
、
一
時
的
な
効
果
に
留
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
農
家
か

ら
の
被
害
報
告
が
あ
っ
た
際

に
は
、
実
施
隊
が
﹁
く
く
り

わ
な
﹂
を
設
置
し
て
い
る
。

　

︵
三
浦
清
人
委
員
︶
わ
な

の
数
や
実
施
隊
員
の
数
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等

の
機
器
を
よ
り
活
用
し
て
い

有
効
な
有
害
鳥
獣
対
策
は   

　       

︿
農
林
水
産
費
﹀

　

︵
佐
藤
宣
明
委
員
︶
現
在

の
雇
用
情
勢
は
。

　
　

震
災
以
降
人
手
不
足
の

状
況
が
続
い
て
い
る
。
高
校

卒
業
後
に
地
元
へ
就
職
す
る

ケ
ー
ス
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
労
働
人
口
の
減

少
に
よ
り
有
効
求
人
倍
率
が

高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
就
職

が
進
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

宮
城
県
の
最
低
賃
金
が

上
が
っ
た
が
、
南
三
陸
町
の

賃
金
体
系
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　

平
均
す
る
と
自
給
８
０

０
円
程
度
と
県
の
最
低
賃
金

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
労
働

者
の
確
保
に
至
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

続
く
労
働
力
不
足

    

　
　
　  

︿
商
工
費
﹀

　

︵
村
岡
賢
一
委
員
︶
災
害

災
害
公
営
住
宅
の
一
般

開
放          

︿
土
木
費
﹀

　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
現
状
は
。

　
　

２
名
在
籍
し
て
お
り
、

志
津
川
中
学
校
を
中
心
に
活

動
す
る
チ
ー
フ
級
の
方
と
他

の
学
校
を
担
当
す
る
方
で
、

小
中
学
生
の
心
身
の
ケ
ア
を        

　             

︿
教
育
費
﹀

　

︵
三
浦
清
人
委
員
︶
整
備

中
の
福
祉
モ
ー
ル
は
、
当
初

の
計
画
か
ら
変
更
さ
れ
て
い

る
が
進
捗
状
況
は
。

　
　

９
月
７
日
に
着
工
し
来

年
４
月
の
開
業
を
目
指
し
て

い
る
。
事
業
規
模
は
当
初
の

計
画
よ
り
半
減
し
、
そ
れ
に

伴
い
借
入
金
も
圧
縮
さ
れ
て

い
る
。
事
業
費
の
３
分
の
２

を
復
興
交
付
金
等
の
町
か
ら

の
助
成
で
賄
い
、
残
り
が
事

業
者
で
負
担
す
る
。

福
祉
環
境
さ
ら
に
充
実
へ

︿
災
害
復
旧
費
・
復
興
費
﹀

　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶
ご
み

処
理
に
関
す
る
経
費
の
削
減

に
つ
い
て
、
防
集
団
地
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
活
動
な
ど

を
進
め
て
い
く
考
え
は
な
い

か
。

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
に
お
け
る
生
ご
み
の
分

別
等
、
地
区
に
出
向
い
て
説

明
し
て
い
く
。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
へ
の
取

り
組
み
は    

︿
衛
生
費
﹀

〜
決
算
審
査
特
別
委
員
会
〜

　

︵
佐
藤
宣
明
委
員
︶
復

興
・
創
生
期
間
終
了
後
の
震

今
後
の
保
険
税
の
動
向
は

　
　
　      

　
︿
国
保
﹀

魚
市
場
の
こ
れ
か
ら

　
　
　   

︿
市
場
事
業
﹀

ロ
ー
し
て
い
く
。

　

︵
山
内
孝
樹
委
員
︶
空
き

家
再
生
か
ら
繋
げ
る
移
住
・

定
住
者
の
基
礎
作
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
概
要
は
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
を
立
ち

上
げ
て
情
報
を
提
供
し
た
り
、

住
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

活
動
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
。

く
べ
き
で
は
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
駆

除
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
予

算
を
確
保
し
機
器
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

公
営
住
宅
の
公
募
の
状
況
は

　
　

45
戸
に
つ
い
て
一
般
の

方
を
対
象
と
し
た
入
居
募
集

を
行
い
、
広
報
紙
と
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
３
つ
の
媒
体
を
用

い
て
広
報
を
行
な
っ
た
。
抽

選
の
結
果
36
世
帯
が
入
居
し

て
い
る
。

　
　

既
存
の
町
営
住
宅
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ

の
住
民
が
災
害
公
営
住
宅
の

空
き
部
屋
に
入
居
で
き
る
よ

う
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

古
い
町
営
住
宅
を
解
体

し
て
新
し
い
町
営
住
宅
に
移

る
場
合
、
家
賃
は
新
し
い
町

営
住
宅
の
設
定
と
な
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
取
り
扱
う
必

要
が
あ
る
。

今
年
度
も
引
き
続
き
活
動
し

て
い
る
。

　
　

ど
の
よ
う
な
問
題
に
対

処
し
て
い
る
の
か
。

　
　

不
登
校
や
家
庭
の
中
で

の
問
題
、
心
身
の
健
康
や
発

達
障
害
に
関
す
る
相
談
が
あ

っ
た
。
色
々
な
関
係
者
を
交

え
て
活
動
し
て
い
る
。

　

︵
髙
橋
兼
次
委
員
︶
魚
市

場
の
今
後
の
運
営
内
容
に
つ

い
て
見
直
し
は
。

　
　

県
漁
連
と
意
見
交
換
を

行
い
、
様
々
な
意
見
を
頂
い

て
い
る
。
今
後
も
漁
協
な
ど

と
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た

い
。

高

　
　

震
災
以
降
税
率
は
据
え

置
い
て
い
る
の
で
、
上
が
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
激

変
緩
和
措
置
等
に
よ
り
で
き

る
だ
け
抑
え
て
い
き
た
い
。

魚市場の今後は

災
復
興
特
別
交
付
税
の
見
通

し
は
。

　
　

明
確
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
廃
止
の
方
向
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　

人
口
減
少
に
対
す
る
激

変
緩
和
措
置
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
が
。

　
　

将
来
を
見
越
し
た
財
政

計
画
を
し
っ
か
り
考
え
て
い

く
。

利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

住
民
票
34
件
、
印
鑑
証

明
19
件
、
税
務
の
証
明
10
件

の
合
計
63
件
の
利
用
が
あ
っ

た
。

子育て支援の拡大を
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答 問 問答

答答 問

28
億
２
０
０
０
万
円
を
追
加
し

３
５
１
億
７
０
０
０
万
円
と
す
る

問

答 問問

答

算
正補

予

一
般
会
計

前
年
度
比
26
億
円
の
減
額
と
な
り
、
震
災
復
興
分
が
２
５
９
億
１
０
０
万
円
、

通
常
分
が
92
億
７
０
０
０
万
円
。

　

︵
及
川
幸
子
議
員
︶
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る

町
の
単
費
持
出
し
は
。

　
　

町
の
手
出
し
は
一
割
以

内
と
考
え
て
い
る
。

　
　

モ
ア
イ
像
移
設
工
事
の

内
容
は
。

　
　

新
し
く
い
た
だ
い
た
も

の
は
さ
ん
さ
ん
商
店
街
へ
、

今
高
校
に
あ
る
古
い
も
の
は

サ
ン
オ
ー
レ
そ
で
は
ま
へ
移

設
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

︵
今
野
雄
紀
議
員
︶
松
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
時
期
は
。

　
　

水
道
施
設
工
事
と
の
関

係
で
遅
れ
て
い
た
が
、
30
年

度
末
を
目
指
し
て
工
事
を
進

め
て
い
く
。

生涯学習センター・松

 

国
民
健
康
保
険

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

も
で
き
る
よ
う
な
計
画
は
な

い
か
。

　
　

陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ

ク
の
中
に
野
芝
で
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

︵
山
内
昇
一
議
員
︶
防
火

水
槽
、
消
火
栓
の
整
備
状
況

は
。

　
　

今
回
、
天
王
山
・
天
王

前
・
南
町
・
大
森
町
の
４
地

区
に
設
置
す
る
。
今
後
も
消

防
水
利
の
基
準
に
従
っ
て
整

備
を
し
て
い
く
。

　

︵
小
野
寺
久
幸
議
員
︶
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
で
、

防
災
の
面
か
ら
事
前
の
情
報

提
供
を
国
に
申
し
入
れ
る
べ

き
で
は
。

　
　

そ
の
情
報
は
大
切
だ
と

思
う
が
、
危
機
管
理
課
で
国

答答 問 問 ○

消
防
団
の
定
数
を

６
３
０
人
か
ら
５
０
０
人
に

　

︵
及
川
幸
子
議
員
︶
女
性

15
人
の
配
属
は
。

　
　

ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

　
　

町
職
員
の
消
防
団
へ
の

参
加
は
。

　
　

役
場
職
員
は
災
害
時
に

対
応
に
出
向
く
の
で
、
班
の

中
で
の
活
動
は
い
ろ
い
ろ
な

障
害
が
あ
る
。 議

案議
審

答 問問答 に
申
し
入
れ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　

︵
佐
藤
宣
明
議
員
︶
町
民

税
の
課
税
に
誤
り
が
あ
っ
た

が
、
中
に
は
相
当
額
を
追
徴

さ
れ
る
方
も
あ
る
と
思
う
。

迅
速
に
対
応
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　

重
大
な
誤
り
で
あ
り
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

丁
寧
に
ご
説
明
申
し
上
げ
、

ご
理
解
を
頂
い
て
い
く
。

　

︵
三
浦
清
人
議
員
︶
誤
賦

課
に
つ
い
て
職
員
の
理
解
不

足
が
原
因
と
い
う
が
、
部
下

に
対
す
る
助
言
や
指
導
は
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
案
件
の
難
易

度
に
合
わ
せ
、
時
間
を
か
け

指
導
し
て
い
る
。

●

制
度
改
正
で
県
単
位

化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
費
な
ど
１
億
１
４
３

万
円
の
増
額

答 問 問答
　

︵
佐
藤
宣
明
議
員
︶
県
が

管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
の
保
険
料
案
の
検
討
状
況

は
。

　
　

来
年
三
月
を
目
標
に
県

の
運
営
審
議
会
が
審
議
中
。

　

︵
及
川
幸
子
議
員
︶
特
定

検
診
の
実
績
は
。

　
　

28
年
度
は
27
年
度
よ
り

４
％
上
回
っ
て
い
る
。
今
後

も
生
活
習
慣
病
を
中
心
に
取

り
組
む
考
え
で
あ
る
。

答 問
　

︵
及
川
幸
子
議
員
︶
い
き

い
き
百
歳
体
操
７
団
体
と
あ

る
が
１
団
体
何
人
で
、
講
師

料
は
。

　
　

10
名
か
ら
20
名
ぐ
ら
い

の
団
体
で
、
講
師
派
遣
料
は

１
回
あ
た
り
２
万
５
０
０
０

円
で
あ
る
。

 

介 

護 

保 

険

答 問
　

︵
及
川
幸
子
議
員
︶
石
泉

配
水
管
の
詳
細
は
。

　
　

石
泉
線
か
ら
本
吉
方
面

に
２
５
０
ｍ
の
配
水
管
新
設

計
画
。

 

水 

道 

事 

業

●

制
度
改
正
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
費
と
い
き

い
き
百
歳
体
操
の
実
施

団
体
増
な
ど
に
よ
る
１
億

３
１
６
６
万
円
の
増
額

●
災
害
復
旧
に
係
る
工

事
請
負
費
な
ど
６
億

３
６
０
万
円
の
増
額

特別会計名       　　 歳出総額（増減）   　　  特別会計名   　　  歳出総額（増減）

国民健康保険 

後期高齢者医療 

介  護  保  険

288,643 (＋10,143)

     14,233 (＋573)

178,166 (＋13,166)

（単位：万円）

漁業集落排水事業 

公共下水道事業 

水 道 事 業

  7,400 (＋3,900)

 28,947 (＋747)

149,609 (＋60,360)

議
会
行
財
政
改
革
に
関
す
る
特
別

委
員
会
の
調
査
活
動︵
登
米
市
︶

　

平
成
29
年
８
月
22
日
、
登
米
市
役
所
に

お
い
て
登
米
市
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
ま
で
の
過
程
と
議
会
運
営
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
40
戸
で
11
名
を
基
準
に

４
４
０
人
、
幹
部
30
人
、

女
性
消
防
団
15
人
、
ラ
ッ

パ
隊
15
人
の
定
数
。

答 問

○
新
庁
舎
マ
チ
ド
マ
の

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
年

額
12
万
円
で
貸
し
付
け

　

︵
今
野
雄
紀
議
員
︶
コ
ア

ラ
館
が
な
く
な
る
の
で
、
ミ

ニ
図
書
館
機
能
を
つ
け
て
は
。

　
　

中
央
団
地
に
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
が
で
き

る
の
で
、
使
い
分
け
て
い
く
。

答 問 ○
Ｕ
Ｒ
へ
委
託
の
志
津
川

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

へ
17
億
４
０
０
０
万
円
を

追
加
し
、
合
計
74
億
円
へ

　

︵
小
野
寺
久
幸
議
員
︶
中

央
団
地
で
問
題
の
あ
っ
た
Ｕ

Ｒ
へ
の
再
発
防
止
策
の
チ
ェ

ッ
ク
は
十
分
か
。

　
　

品
質
管
理
の
職
員
を
配

置
、
月
１
回
現
場
の
安
全
講

習
会
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
事
業
計
画
の
変
更
認
可
を

７
月
に
得
て
、
宅
地
の
地
権

者
や
国
、
県
と
の
協
議
調
整

が
整
う
。

　
通
常
年
額
48
万
円
の

貸
し
付
け
料
金
を
、
採

算
面
を
考
慮
し
減
額
。

本
来
は
貸
し
付
け
で
き

な
い
行
政
財
産
を
一
歩

踏
み
込
ん
で
貸
し
付
け

る
。

原公園整備に着手

特
別
会
計
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（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
固

定
資
産
税
の
誤
賦
課
の
原
因

は
。

　
　

実
績
報
告
書
の
確
認
を

失
念
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
報
告
書
は
後

か
ら
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
実
績

報
告
書
が
な
く
て
何
を
も
っ

て
評
価
基
準
と
し
た
の
か
。

　
　

計
画
書
で
評
価
し
た
ま

ま
課
税
し
た
。

　

（
佐
藤
宣
明
議
員
）
町
民

税
の
賦
課
誤
り
に
よ
る
今
後

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

町
県
民
税
に
つ
い
て
は

５
０
０
名
程
の
再
計
算
を
し

て
、
10
月
末
ま
で
に
解
決
し

た
い
。

　
　

住
宅
使
用
料
に
ま
で
影

響
が
あ
る
と
思
う
が
、
特
別

な
体
制
を
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

所
得
を
基
に
し
た
各
種

制
度
が
か
な
り
の
数
に
上
る

の
で
そ
の
洗
出
し
を
徹
底
し

て
進
め
て
い
る
。
そ
の
対
応

答 問 に
必
要
な
業
務
量
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
住
宅

使
用
料
問
題
が
発
覚
し
、
事

務
事
業
総
点
検
を
し
た
結
果
、

町
税
問
題
が
発
覚
し
た
。
膿

は
全
部
出
た
の
か
。

　
　

震
災
以
来
大
変
な
状
態

の
中
仕
事
を
し
て
き
た
が
、

不
祥
事
が
生
じ
た
。
総
点
検

が
必
要
と
思
い
異
例
の
通
達

を
出
し
た
。
ミ
ス
を
す
ぐ
訂

正
で
き
る
よ
う
点
検
を
し
な

が
ら
仕
事
を
す
る
の
は
当
た

り
前
な
の
で
、
複
数
年
に
渡

る
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
は
深

く
反
省
し
た
い
。

答 問答 問 答 問

未請求問題全体像見える
　９月13日特別委員会が開催され、これまでの経緯・経過の確認、原因と対応策

の再点検と使用料の算定に関する考え方を質しました。

　建設課から前回の委員会(広報No.46参照)で報告された問題点について、一定程

度の結論が出たとして、その後の調査に基づく詳しい内容と対応、原因、再発防

止策等が報告されました。

・未請求額（平成27年度から平成29年度分）
　　家賃(65世帯)が５０５万８,２００円
　　駐車場(46世帯)が４７万６,８００円
　　未請求分の納期限は平成30年３月31日

・家賃月額変更通知世帯５００世帯
　　利便性係数変更による過誤納還付金(433世帯) ２,２７０万円
　　還付加算額１３２万円

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
な

ぜ
、
特
別
委
員
会
を
開
く
前

に
、
一
定
程
度
の
対
応
が
行

わ
れ
た
の
か
。

　
　

解
決
の
糸
口
を
早
く
見

つ
け
て
、
入
居
者
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
対
応
を
先
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　

主
な
原
因
と
し
て
、
必

要
な
工
程
を
組
ん
で
い
な
か

っ
た
、
調
整
を
適
正
に
行
わ

な
か
っ
た
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
が
、
原
因
と
は
言
え
な
い

の
で
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
人

が
退
職
し
た
り
、
あ
る
い
は

震
災
に
よ
り
書
類
や
担
当
者

な
ど
蓄
積
し
た
知
見
が
全
て

失
わ
れ
た
状
態
で
、
手
探
り

で
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
１
つ
の
原
因
で
、
そ
れ
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
が
不
足
し

て
い
た
。

　
　

追
完※
の
作
業
に
よ
っ

て
入
居
者
の
負
担
が
増
え
て

い
な
い
か
。

　
　

契
約
の
正
当
性
が
議
論

質
　
疑

町営住宅使用料等調査特別委員会

町民税等に誤り町民税等に誤り
〜全員協議会〜

　９月13日に町税等の誤賦課について全員協議会が開催され、当局より固定資

産税・町民税等の算定ミスの説明を受け、各議員より質疑がありました。

　責任について、佐藤町長は本会議の中で自身の報酬カットについて言及しま

した。

質
　
疑

※

追
完
︵
つ
い
か
ん
︶…

必
要
な
要
件
を
備
え
て
い

な
い
た
め
に
効
力
を
生
じ

な
い
法
律
上
の
行
為
が
、

の
ち
に
欠
け
て
い
る
要
件

を
備
え
て
効
力
を
生
じ
る

こ
と
。

概要説明

固定資産税の課税ミス

　平成２５年度からの４年間に、震災による２つの特例の適用をうけた２５社のうち１９社で行政

職員の理解不足により事務処理に誤りが発生。固定資産税の還付、追徴が５４件生じた。

個人町民税の課税ミス

　震災で被災した家屋等の「雑損控除」（住居などへの損害額を所得から差し引くもの）の計算方

法に誤りが発生。現時点までに判明した影響のある人数は約５００人に上り、追徴が約２００件１

４５０万円、還付が約４００件３６２０万円。

固定資産税の課税ミス内訳（19社のうち追徴8社、還付11社）

還付件数　　　  追徴件数　　　  還付金額　　　 追徴金額

復興特区特例

共同利用特例

　合　計

５４件　　　　　　　　　     10,563,400円

１９件

１６件

３５件

7,085,400円

1,319,600円

8,405,000円

１４件

　５件

１９件

１,941,500円

    216,900円

2,158,400円

答 問答 問 に
な
る
と
思
う
が
、
事
前
に

何
度
も
入
居
者
に
は
ご
説
明

を
し
て
い
る
の
で
、
契
約
に

関
す
る
双
方
合
意
が
で
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
改
め

て
書
類
を
出
し
た
り
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

　
　

再
発
防
止
策
と
し
て
事

務
処
理
の
適
正
化
強
化
期
間

を
設
け
た
り
、
事
務
処
理
の

監
査
部
局
を
別
に
設
け
る
な

ど
の
対
応
が
必
要
で
は
。

　
　

今
回
の
報
告
は
建
設
課

と
し
て
の
考
え
方
を
示
し
て

お
り
、
こ
う
い
う
別
組
織
を

つ
く
っ
て
監
視
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
立
場
に
は
な
い
。

　

（
佐
藤
宣
明
委
員
）
個
別

に
入
居
者
に
家
賃
の
計
算
方

法
の
説
明
を
丁
寧
に
す
る
べ

き
で
は
。

　
　

個
別
に
面
談
を
す
る
と
、

な
ぜ
こ
う
い
う
状
態
に
な
っ

た
か
と
い
う
質
問
は
あ
る
の

で
、
で
き
る
限
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
町
長

問

答 の
政
治
責
任
は
。
ま
た
、
ほ

か
の
職
員
の
責
任
は
。

　
　

職
員
の
分
限
懲
戒
審
査

会
も
開
催
し
た
が
、
ま
だ
結

論
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の

で
、
報
告
が
一
定
程
度
出
た

時
点
で
、
私
の
ほ
う
も
考
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。



問

問答

問 答

答問答

問

問

答

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

問

答

答 問

問

答問答

気
仙
沼
線
の
利
便
性
向
上
を

町
長
　
路
線
堅
持
の
た
め
、
利
用
効
率
の
向
上
に
努
め
る

ＢＲＴ

答答

道の駅
問

二
つ
の
商
店
街
を
よ
り
訪
れ
や
す
く

賑わい形成

町
長
　
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
集
客
に
努
め
る

 

さ
ん
さ
ん
、
ハ
マ
ー
レ
両

商
店
街
が
本
設
オ
ー
プ
ン
し

半
年
に
な
る
が
、
使
い
づ
ら

い
と
こ
ろ
は
な
い
か
。　

　
　

駐
車
場
不
足
、
入
り
口

看
板
の
見
づ
ら
さ
、
ト
イ
レ

の
場
所
の
分
か
り
づ
ら
さ
な

ど
、
使
い
づ
ら
い
点
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
　

対
応
策
は
。

　
　

運
営
主
体
で
あ
る
﹁
ま

ち
づ
く
り
未
来
﹂
と
協
議
し
、

利
用
者
目
線
に
立
っ
て
改
善

し
て
い
く
。
国
道
か
ら
の
入

り
口
は
、
国
道
工
事
の
完
了

後
に
整
備
す
る
。

　
　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
の
駐

車
場
は
、
駐
車
台
数
の
確
保

や
安
全
対
策
が
今
す
ぐ
必
要

だ
と
思
う
が
。

　
　

ま
だ
宅
盤
の
整
備
中
で

あ
り
、
仮
設
の
駐
車
場
を
そ

の
都
度
作
り
な
が
ら
の
対
応

に
な
る
。
事
故
が
あ
れ
ば
町

の
責
任
で
も
あ
る
の
で
、
引

き
続
き
努
力
す
る
。

　
　

警
察
と
協
議
し
、
商
店

街
側
の
要
望
を
伝
え
て
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し

協
議
し
て
き
た
が
、
安
全
が

第
一
と
い
う
警
察
の
決
定
に

は
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　

商
店
街
周
辺
の
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

ハ
マ
ー
レ
周
辺
は
用
地

買
収
が
残
っ
て
お
り
、
完
成

時
期
を
示
せ
な
い
。

　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
周
辺
は
、

国
道
３
９
８
号
が
今
年
の
11

月
、
45
号
は
年
度
末
に
水
尻

川
か
ら
八
幡
川
ま
で
が
開
通

　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
運
行
経
路
の

最
終
的
な
形
は
示
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　

平
成
30
年
４
月
、
志
津

川
中
央
団
地
に
新
駅
が
で
き

る
予
定
。
本
設
の
志
津
川
駅

は
、
隣
接
す
る
道
の
駅
の
整

備
に
合
わ
せ
、
平
成
32
年
度

末
に
完
成
予
定
。
清
水
浜
、

歌
津
の
駅
の
整
備
に
は
時
間

が
か
か
る
見
通
し
。

　

経
路
は
、
陸
前
戸
倉
〜
志

津
川
〜
ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー

ナ
〜
志
津
川
中
央
〜
清
水
浜

〜
歌
津
、
と
な
る
予
定
。

後藤 伸太郎 議員

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

予
定
。
中
橋
は
平
成
31
年
度

に
完
成
予
定
。

　
　

デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
た

み
な
と
橋
の
現
状
は
。

　
　

ま
だ
設
計
者
と
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　

ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー
ナ

駅
が
病
院
前
に
移
設
さ
れ
た

が
、
安
全
性
は
。

　
　

病
院
を
利
用
す
る
一
般

車
両
と
動
線
が
交
錯
す
る
が
、

安
全
面
に
は
十
分
配
慮
し
て

い
る
。
ま
た
、
駅
の
名
称
は

新
年
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合

わ
せ
、
変
更
す
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、
専
用
道
の

整
備
が
ま
だ
不
十
分
で
、
安

全
性
や
定
時
制
の
確
保
が
万

全
で
な
い
と
こ
ろ
が
課
題
で

あ
る
。
専
用
道
の
整
備
を
さ

ら
に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

柳
津
〜
気
仙
沼
の
55
㎞
の
う

ち
、
現
在
41
％
が
専
用
道
だ

が
、
最
終
的
に
は
全
体
の
９

割
以
上
を
専
用
道
化
す
る
と

聞
く
。
Ｊ
Ｒ
に
工
事
の
加
速

化
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

今
あ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
駅
の

利
便
性
向
上
を
、
も
っ
と
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

窓
口
の
開
設
時
間
等
、

こ
れ
か
ら
も
必
要
に
応
じ
て

協
議
し
て
い
く
。

南三陸町議会だより 第47 号 ●10南三陸町議会だより 第47 号●11

人
の
流
れ
を
生
み
出
せ
る
か

答問

答問 問
　
　

各
課
毎
に
役
職
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る

か
。

　

︵
総
務
課
長
︶
人
事
に
お

い
て
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
。

効
率
よ
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
配
慮
し
最
大
限

心
が
け
て
配
置
。

　
　

人
が
い
な
い
か
ら
で
き

な
い
。
設
備
や
も
の
が
な
い

か
ら
で
き
な
い
。
予
算
が
な

い
か
ら
で
き
な
い
。
時
間
が

な
い
か
ら
で
き
な
い
。
ど
う

す
れ
ば
で
き
る
の
か
、
知
恵

を
出
す
の
が
職
員
の
最
大
の

使
命
で
は
。

ここが聞きたい
　９月定例議会では、８人の議員が19項目について一般質問を行い、
各分野のさらなる復興について議論が展開されました。

一般
質問

職
員
体
制
と
新
規
採
用
計
画
は

 職員配置

町
長
　
32
年
度
に
派
遣
職
員
ゼ
ロ
、
33
年
度
に
プ
ロ
パ
ー
１
９
５
人
を
目
標

　
　

町
民
は
不
満
や
困
り
事

で
役
場
に
来
る
。
耳
を
貸
す

の
が
大
事
。
職
員
は
こ
の
議

会
放
送
を
聞
い
て
い
る
と
思

う
。
や
れ
る
理
由
を
考
え
て

み
る
と
い
う
姿
勢
を
思
い
起

こ
し
て
も
ら
い
た
い
。
職
員

数
の
増
加
は
抑
制
し
な
が
ら

適
正
な
数
の
新
規
採
用
を
行

う
。

　
　

町
は
、
町
長
の
た
め
に

あ
る
の
で
は
な
い
。
議
員
の

た
め
で
も
職
員
の
た
め
に
で

も
な
い
。
町
民
の
た
め
に
あ

り
、
福
祉
向
上
が
一
番
の
目

的
で
あ
る
。

三浦 清人 議員

災
害
公
営
住
宅
の
未
請
求
の
件
に
つ
い
て

町
長
　
公
務
員
と
し
て
の
規
律
と
倫
理
を

　
　
　
向
上
さ
せ
る

公務員倫理
答問

　
　

ま
さ
し
く
お
話
し
の
通

り
、
経
験
、
知
識
の
少
な
い

職
員
を
張
り
付
か
せ
た
の
が

一
番
の
原
因
、
要
因
。

　
　

政
治
家
で
あ
れ
ば
町
長

と
し
て
責
任
を
取
る
べ
き
で

は
。
私
な
ら
取
る
が
。

　
　

政
治
家
と
し
て
自
分
自

身
、
一
定
の
け
じ
め
を
つ
け

る
の
は
当
然
。
報
酬
カ
ッ
ト

と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
案
だ
と
思
う
。

　
　

検
証
と
再
発
防
止
策
は
。

　
　

不
適
正
な
事
務
処
理
は

町
民
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
、

町
民
の
信
用
を
大
き
く
失
墜

さ
せ
た
。
改
め
て
お
詫
び
を

申
し
上
げ
る
。
今
後
は
事
務

処
理
に
係
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
強
化
や
法
令
遵
守
の
意
識

啓
発
、
公
務
員
と
し
て
の
服

務
規
律
及
び
公
務
員
倫
理
の

確
保
を
徹
底
す
る
。

　
　

習
熟
度
、
認
識
不
足
の

職
員
を
配
置
し
た
の
は
任
命

権
者
の
町
長
。
ご
め
ん
な
さ

い
で
済
む
事
案
で
は
な
い
。

答 問

答 問

　
　

商
店
街
か
ら
町
内
各
地

域
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
出

す
取
り
組
み
は
十
分
か
。

　
　

将
来
的
に
、
観
光
や
ま

ち
づ
く
り
は
﹁
面
﹂
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
現

状
は
ま
だ
﹁
点
﹂
で
あ
る
。

工
夫
し
て
情
報
発
信
し
て
い

く
。

公務員倫理の向上を
利便性向上を

町
民
の
た
め
に
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期
間
内
の
整
備
完
了
は

困
難
と
思
わ
れ
る
が
、
各
種

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

国
の
制
度
上
の
制
約
も

あ
る
な
ど
防
潮
堤
を
は
じ
め

と
す
る
漁
港
整
備
の
事
業
は
、

指
摘
の
と
お
り
遅
れ
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
　

32
年
度
ま
で
に
完
了
で

き
な
い
場
合
、
財
源
等
を
含

め
た
事
業
内
容
は
ど
う
変
わ

る
。

　
　

復
興
庁
か
ら
は
、
基
本

的
に
32
年
度
完
了
を
目
指
せ

と
の
指
示
で
あ
る
。

　

︵
企
画
課
長
︶
復
興
交
付

金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

明
確
で
な
く
そ
の
時
に
な
ら

な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
一

旦
清
算
す
る
方
向
だ
と
思
わ

れ
る
。

　
　

復
興
期
間
内
完
了
に
向

け
、
職
員
配
置
は
十
分
か
。

　

︵
総
務
課
長
︶
派
遣
職
員

の
状
況
は
縮
小
傾
向
な
が
ら

も
必
要
な
技
術
を
持
っ
た
職

員
の
確
保
に
今
後
も
努
力
し

て
い
く
。

問 答

道の駅
問

旧
入
谷
中
学
校
跡
地
の
再
利
用
策
は

町有地活用

町
長
　
町
の
公
共
施
設
で
あ
り
有
効
活
用
策
を
示
す

　
　

︵
株
︶
シ
ル
ク
総
合
開

発
が
事
業
停
止
で
、
地
元
の

若
者
が
全
員
退
職
し
た
。
入

谷
伝
統
産
業
シ
ル
ク
を
受
け

継
ぎ
、
期
待
感
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
跡
地
は
公
有
地
で
、

当
該
企
業
か
ら
譲
渡
さ
れ
た

と
聞
く
が
問
題
な
く
処
理
で

き
た
の
か
。

　
　

寄
附
さ
れ
た
普
通
財
産

で
法
的
問
題
は
な
い
。

　
　

跡
地
は
入
谷
八
幡
神
社

の
近
く
で
利
便
性
が
高
い
。

今
後
の
利
用
計
画
は
。

　
　

地
域
の
産
業
振
興
へ
の

利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

施
設
を
そ
の
ま
ま
活
か

せ
る
企
業
の
公
募
は
無
い
の

か
。

　
　

貸
付
で
き
る
よ
う
今
後

は
公
募
す
る
。

　
　

空
き
期
間
中
、
祭
事
の

降
雨
時
の
避
難
所
と
し
て
は
。

　
　

秋
の
例
大
祭
の
天
候
状

況
次
第
で
は
、
一
時
避
難
所

と
し
て
の
利
用
が
可
能
。

　
　

校
庭
の
利
用
が
で
き
れ

ば
入
谷
地
区
高
齢
者
の
運
動

場
と
し
て
活
用
で
き
る
が
。

　
　

地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
利
用
も
検
討

す
る
。

　
　

伝
承
館
は
あ
る
が
、
伝

統
芸
能
の
常
時
展
示
場
と
し

て
県
無
形
文
化
財
指
定
で
あ

る
入
谷
打
囃
を
観
光
客
が
見

学
で
き
る
施
設
化
を
望
む
声

も
あ
る
が
。

山内 昇一 議員

田
束
山
の
観
光
振
興
策
と
整
備
保
全
は

  

町
長
　

地
域
連
携
で
観
光
資
源
の
活
用
、
保
全
に
取
り
組
む

観光振興

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

水産振興に向けた連携を

　
　

創
設
時
の
意
義
で
あ
り
、

１
階
が
農
機
具
類
の
陳
列
、

２
階
で
打
囃
活
動
が
で
き
る

が
展
示
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　

町
は
復
興
途
上
で
あ
り
、

町
有
地
の
管
理
で
遊
休
施
設

を
出
さ
ず
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
な
る
と
思
う
が
。

　
　

公
共
施
設
で
あ
り
今
後

有
効
利
用
促
進
を
図
る
。

答

問

道の駅

復
興
期
間
内
で
の
総
仕
上
げ
は
可
能
か

復興事業

町
長
　
全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組
む

髙橋 兼次 議員

　
　

防
集
団
地
の
空
き
区
画

処
分
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
　

空
き
区
画
に
つ
い
て
は

９
月
中
旬
に
一
般
開
放
に
向

け
た
手
続
き
の
準
備
を
し
て

い
る
。

　
　

増
加
す
る
町
有
財
産
管

理
に
専
門
的
な
管
理
職
員
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
管
理
が
困

難
と
思
わ
れ
る
の
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　

行
政
区
再
編
に
向
け
た

考
え
方
は
。

　
　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
形
を
踏
ま
え
、
地
理
的

特
性
に
照
ら
し
た
区
域
の
範

囲
や
、
行
政
区
長
が
受
け
持

つ
構
成
世
帯
数
も
考
慮
し
検

討
を
重
ね
必
要
な
対
応
に
当

た
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

醸
成
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

町
全
体
が
一
つ
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
な
る
よ

う
一
体
感
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
関
係
各
分
野
が
連
携

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
主

体
で
あ
る
住
民
に
支
援
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　

単
身
高
齢
入
居
者
へ
の

対
応
は
。

　

︵
保
健
福
祉
課
長
︶
支
援

員
の
訪
問
等
、
見
守
り
体
制

を
今
後
も
継
続
し
支
援
を
強

化
し
て
い
く
。

　
　

水
産
業
の
更
な
る
振
興

策
は
。

　
　

Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
水
産
物
や

市
場
に
揚
が
る
水
産
物
の
付

加
価
値
を
高
め
、
南
三
陸
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
流
通
、
販
売

で
き
る
よ
う
関
係
機
関
や
団

体
と
連
携
を
密
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　

水
産
物
の
輸
出
が
止
ま

っ
て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

　
　

大
変
悩
ま
し
い
の
は
ホ

ヤ
の
問
題
で
あ
り
、
町
村
会

も
県
に
対
し
最
重
要
要
望
と

し
て
出
し
て
い
る
が
、
非
常

に
難
し
く
今
後
も
粘
り
強
く

対
応
し
て
い
く
。

　
　

東
電
の
補
償
対
応
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

町
の
支
援
の
考
え
は
。

　
　

基
本
的
に
は
東
電
の
問

題
で
あ
る
の
で
、
国
を
通
し

て
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
る
。

　
　

我
が
町
の
魚
市
場
運
営

が
将
来
的
に
心
配
さ
れ
る
声

も
聞
く
が
、
運
営
見
直
し
の

考
え
は
。

　
　

関
係
者
と
の
意
見
交
換

等
を
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

期限が迫る復興期間

観光対策の推進は

跡
地
利
用
を

　
　

復
興
国
立
公
園
に
編
入

さ
れ
た
霊
山
に
つ
い
て
、
更

に
観
光
対
策
や
環
境
の
整
備

を
推
進
す
べ
き
で
は
。

　
　

﹁
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
﹂
で
田
束
山
が
北
側
入

口
と
決
ま
っ
た
。
水
洗
ト
イ

レ
の
改
善
や
観
光
看
板
の
設

置
を
進
め
、
つ
つ
じ
保
存
会

と
連
携
し
て
保
全
を
進
め
る
。

　
　

看
板
設
置
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
こ
と
も
あ
り
多
国
語

で
の
整
備
を
し
て
は
。

　
　

町
と
し
て
順
次
進
め
る
。

　
　

つ
つ
じ
祭
り
や
田
束
山

登
山
の
観
光
客
用
に
天
気
が

荒
れ
た
場
合
の
避
難
場
所
が

必
要
。
特
に
周
り
が
囲
ま
れ

た
施
設
が
あ
れ
ば
作
業
者
も

安
心
。
最
近
で
は
熊
の
出
没

情
報
も
あ
り
、
今
後
考
え
る

べ
き
で
は
。

　
　

登
山
者
以
外
は
車
に
戻

り
避
難
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　

観
光
振
興
の
一
環
で
つ

つ
じ
祭
り
と
ハ
マ
ー
レ
歌
津

と
の
連
携
や
、
シ
ロ
ウ
オ
祭

り
と
一
緒
に
山
の
神
社
の
祭

り
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
大
変
盛
り
上
が
る

の
で
は
。

　
　

今
ま
で
も
山
と
海
の
祭

り
の
展
開
で
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
き
た
。

　
　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

と
山
ガ
イ
ド
や
、
語
り
部
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を

更
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
現
在

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
土
日
等

に
限
定
し
て
運
行
し
て
い
る
。

ま
た
消
防
団
も
警
備
等
で
出

動
し
て
い
る
。

　
　

山
形
の
庄
内
町
と
友
好

町
と
し
て
シ
ン
ボ
ル
に
風
車

設
置
の
声
も
あ
る
が
。

　
　

震
災
前
に
調
査
を
実
施

し
た
が
、
生
態
系
の
問
題
な

ど
が
あ
り
厳
し
い
。
人
工
物

は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
。

問答

問答問答問答

問答

問答

問

答

問答問答

問答

問答問答

問答問答問答問答

問答問

答問答

答



問答

問

答

問

問答

答問
公共交通

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

答

問答

答 問

答

問 答

問

問

問答

問

答

問答

検
討
状
況
は

町
長
　
来
年
度
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
た
い

給食費無償化

答答

交
通
権
の
保
障
を
す
る
た
め
鉄
路
復
活
を

町
長
　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
基
幹
軸
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
安
定
経
営
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

鉄路復活

道の駅
問

原
発
依
存
で
住
民
の
安
全
は
守
れ
る
か

原発再稼働

町
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
は
国
の
責
任
で

　
　

女
川
原
発
の
安
全
対
策

は
、
十
分
と
考
え
る
か
。

　
　

新
規
制
基
準
に
の
っ
と

っ
た
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
絶

対
的
な
安
全
性
が
確
保
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
再
稼
働

に
つ
い
て
は
多
く
の
住
民
の

不
安
を
考
慮
し
て
、
県
及
び

Ｕ
Ｐ
Ｚ
自
治
体
と
協
力
し
、

さ
ら
な
る
安
全
の
確
保
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　
　

避
難
計
画
は
有
効
か
。

ま
た
、
避
難
訓
練
は
十
分
か
。

　
　

車
で
退
域
検
査
ポ
イ
ン

ト(

役
場
第
二
庁
舎)

ま
で
避

難
を
し
て
検
査
を
受
け
、
南

三
陸
海
岸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
登
米
の
方
向
に
避
難

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
複
合
災
害
に
よ
る
道
路

の
不
通
等
に
つ
い
て
は
、
県

へ
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

防
災
に
絶
対
は
な
い
の
で
、

継
続
し
て
訓
練
等
を
実
施
し
、

計
画
の
検
証
、
見
直
し
を
図

り
、
実
効
性
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
町
長
は
、
原

発
再
稼
働
に
つ
い
て
、
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
問
題
と

し
て
主
体
的
な
考
え
を
示
し

て
い
な
い
が
、
安
全
協
定
に

再
稼
働
に
関
し
て
Ｕ
Ｐ
Ｚ
自

治
体
の
拒
否
権
を
盛
り
込
む

必
要
は
な
い
と
考
え
る
か
。

　
　

原
発
へ
の
依
存
度
が
低

下
す
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、

電
気
の
安
定
供
給
、
安
全
性

担
保
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
る
と
思
う
。
協
定
の
問
題

　
　

被
災
し
た
鉄
道
の
支
援

を
行
え
る
法
律
が
用
意
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

　
　

そ
の
路
線
の
運
営
で
３

年
間
赤
字
要
件
と
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
に
半
分
行
き
、
被
災
自
治

体
が
４
分
の
１
負
担
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
気
仙
沼

市
と
南
三
陸
町
で
１
７
５
億

円
の
負
担
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
　

負
担
が
大
き
い
の
で
無

理
と
い
う
こ
と
だ
が
、
使
え

る
よ
う
な
制
度
に
し
て
も
ら

う
た
め
の
働
き
か
け
が
必
要

小野寺 久幸 議員

　
　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
検
討
状
況
は
。

　
　

大
き
な
障
壁
は
、
財
政

負
担
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
調
査
・
検
討
を
指
示
し

て
い
る
。

　
　

具
体
的
な
検
討
状
況
は
。

　
　

段
階
的
に
と
い
う
方
向

で
最
終
調
整
に
入
っ
て
い
る
。

　
　

完
全
無
償
化
は
で
き
な

Q
＆
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問答

問

問答答 問

答 問

答 問

問答

問答問答

問答

い
じ
め
、
教
師
の
体
罰
や
言
動
が
各
地
で
問
題
だ
が
当
町
で
は

教
育
長
　
教
師
に
よ
る
行
き
す
ぎ
た
指
導
が
あ
っ
た

教育環境

答答

道の駅
問

木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
の
現
状
は

エコタウン

町
長
　
ペ
レ
ッ
ト
事
業
は
伸
び
悩
ん
で
い
る

　
　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足

な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

増
大
や
山
林
の
荒
廃
が
進
む

と
考
え
る
が
、
現
状
認
識
と

対
策
は
。

　
　

全
国
的
な
問
題
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

震
災
で
の
浸
水
や
風
評
被
害

を
受
け
、
以
前
の
安
定
し
た

農
林
業
経
営
と
な
る
よ
う
各

種
事
業
を
活
用
し
て
農
業
振

興
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

国
の
制
度
活
用
と
合
わ

せ
、
町
独
自
の
政
策
も
必
要

で
は
。

　
　

水
産
を
基
幹
と
す
る
兼

業
農
家
も
多
く
、
農
林
に
特

化
し
た
政
策
は
難
し
い
。

　
　

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
を

取
り
入
れ
た
が
現
状
は
。

　
　

エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦

と
し
て
ペ
レ
ッ
ト
事
業
を
取

り
入
れ
、
間
伐
材
な
ど
の
活

用
、
ペ
レ
ッ
ト
工
場
建
設
も

考
え
た
が
、
採
算
ベ
ー
ス
は

年
間
使
用
量
８
０
０
〜
１
０

０
０
ト
ン
で
事
業
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
。

　
　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

設
置
台
数
と
ペ
レ
ッ
ト
の
使

用
量
は
。

　
　

ス
ト
ー
ブ
購
入
に
補
助

金
制
度
を
導
入
し
た
が
伸
び

な
か
っ
た
。
公
共
施
設
を
含

め
63
台
で
、
ボ
イ
ラ
ー
は
役

場
を
含
め
３
台
。
昨
年
度
は

２
０
０
ト
ン
だ
が
役
場
が
使

用
を
始
め
れ
ば
加
算
さ
れ
る
。

菅原 辰雄 議員

　
　

各
地
で
い
じ
め
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
当

町
で
は
。

　
　

学
校
か
ら
深
刻
な
い
じ

め
報
告
は
な
い
が
、
ど
こ
の

学
校
、
ク
ラ
ス
で
も
起
き
る

も
の
で
あ
る
の
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
早
期
発
見
に
努

め
る
。

　
　

教
師
に
よ
る
体
罰
や
言

動
に
よ
る
問
題
は
。

　
　

学
校
で
行
き
す
ぎ
た
指

導
が
あ
っ
た
。

　
　

災
害
公
営
住
宅
の
個
人

の
部
屋
に
設
置
可
能
か
。

　
　

煙
突
用
の
穴
は
無
く
、

開
け
る
の
は
か
な
り
難
し
い
。　

　

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
た
の
か
。

　
　

体
罰
の
無
い
指
導
の
徹

底
に
向
け
、
方
法
や
体
罰
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど

資
質
向
上
を
図
る
。

　
　

不
登
校
の
子
ど
も
が
い

る
が
、
い
じ
め
に
関
係
し
て

い
る
の
か
。

　
　

不
登
校
の
子
ど
も
は
復

数
人
い
る
。
原
因
は
多
数
あ

り
難
し
い
。
い
じ
め
に
よ
る

不
登
校
は
無
い
。

　
　

教
育
関
係
施
設
の
老
朽

化
対
策
は
。

　
　

学
校
施
設
の
耐
震
化
率

は
１
０
０
％
。
災
害
復
旧
工

事
と
並
行
し
て
整
備
し
た
。

経
年
劣
化
対
策
の
必
要
な
分

も
あ
り
計
画
的
に
修
繕
し
て

い
く
。

　
　

校
庭
が
雑
草
に
覆
わ
れ

て
い
る
が
全
て
を
学
校
に
委

ね
る
の
か
。

　
　

以
前
は
子
ど
も
た
ち
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
多
く
対
応
で
き
た

で
は
。

　
　

路
線
図
か
ら
気
仙
沼
線

が
消
え
な
い
よ
う
に
努
力
す

る
と
い
う
の
が
地
域
全
体
の

課
題
だ
と
思
う
。

　
　

国
民
の
生
活
に
必
要
な

移
動
す
る
権
利
﹁
交
通
権
﹂

を
保
障
す
る
た
め
に
も
、
国

は
全
国
の
鉄
道
網
を
維
持
し
、

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
責

任
を
果
た
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

国
鉄
の
赤
字
を
国
民
の

税
金
で
賄
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
当
時
の
判
断

に
つ
い
て
は
あ
る
べ
き
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る

　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
、
鉄

路
復
活
の
経
営
体
力
は
あ
る

と
思
う
。
Ｊ
Ｒ
・
国
に
働
き

か
け
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

今
は
道
路
も
含
め
て
多

様
な
選
択
肢
が
あ
る
。
町
民

に
ど
ち
ら
が
有
利
か
、
ど
ち

ら
が
便
利
か
と
い
う
こ
と
を

判
断
し
て
、
利
用
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

鉄
道
も
多
様
な
交
通
手

段
の
一
つ
と
し
て
必
要
と
思

う
が
。
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住
民
の
足
の
確
保
を

　
　

内
陸
部
に
駅
を
つ
く
っ

て
も
、
ど
れ
だ
け
の
利
用
が

あ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

ま
た
、
完
成
ま
で
20
〜
30
年

か
か
り
、
廃
線
と
い
う
問
題

が
現
実
の
も
の
と
し
て
出
て

く
る
と
思
う
。

　
　

税
金
を
使
っ
て
で
も
地

方
の
公
共
交
通
網
は
利
便
性

の
高
い
も
の
を
確
保
す
べ
き

で
、
国
が
責
任
を
持
つ
べ

き
と
思
う
が
。

　
　

今
こ
こ
で
国
に
と
い

う
考
え
方
は
な
い
。

い
か
。

　
　

相
当
の
財
政
負
担
に
な

る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
。

町
民
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　
　

町
民
バ
ス
を
利
用
し
た

い
の
に
利
用
で
き
な
い
人
も

い
る
。
町
の
現
状
認
識
と
対

応
策
は
。

　
　

公
共
交
通
研
究
会
で
の

意
見
交
換
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
の
調
査
な
ど
で
問
題

を
抽
出
し
て
い
る
。
バ
ス
停

ま
で
遠
い
場
合
は
調
査
を
し
、

フ
リ
ー
乗
車
区
間
の
設
置
や

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
す
る
。

　
　

運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
に
優
遇
措
置
を
考
え
て

は
。

　
　

何
ら
か
の
制
度
を
考
え

て
い
く
。

が
今
は
難
し
い
。
法
面
な
ど

は
業
者
に
委
託
対
応
し
て
い

る
。

伸
び
悩
む
ペ
レ
ッ
ト
事
業

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。



問

問答

答 問

答

答問 問

問

問

答 答
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Q
＆

Ａ

一
般
質
問

南三陸町議会だより 第47 号●17

道の駅

町
民
バ
ス
の
見
直
し
を
考
え
よ

交通環境

町
長
　
９
月
４
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
し
た

及川 幸子 議員

町
民
の
利
便
性
を
重
視
せ
よ

答問 問
　
　

町
内
バ
ス
の
利
用
状
況

は
。

　
　

26
年
度
７
４，

０
０
０

人
・
27
年
度
７
２，

０
０
０

人
・
28
年
度
有
料
化
に
し
て

５
２，

０
０
０
人
で
あ
る
。

　
　

減
っ
た
要
因
は
有
料
化

と
高
い
か
ら
だ
と
思
う
。

　
　

減
っ
た
理
由
は
生
活
拠

点
が
高
台
に
変
わ
っ
た
か
ら

と
分
析
し
て
い
る
。

　
　

ど
こ
の
業
者
が
運
行
管

理
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

仙
台
の
Ｋ
Ｃ
Ｓ
と
い
う

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に

１，

４
０
０
万
円
で
時
刻
表

赤
ち
ゃ
ん
の
難
聴
検
査
の
実
施
を
望
む

町
長
　
30
年
度
か
ら
導
入
に
向
け
検
討
中

　
　
　

子育て環境

答問 答

問

答

問答 問答 問

﹁
多
自
然
川
づ
く
り
﹂
の
推
進
を

町
長
　
早
期
復
旧
に
重
き
を
置
い
た

改良復旧事業

答答

小
森
イ
ン
タ
ー
の
逆
走
防
止
策
を

逆走防止

道の駅
問

公
営
住
宅
使
用
料
未
収
問
題
の
進
展
状
況
は

未収問題

町
長
　
９
月
か
ら
通
常
の
徴
収
業
務

　
　

い
つ
ご
ろ
通
常
の
徴
収

業
務
に
な
る
の
か
。

　
　

９
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。

　
　

家
賃
、
駐
車
場
代
、
算

定
過
誤
の
分
は
。

　
　

年
内
を
目
途
に
解
決
を

は
か
る
。

　
　

特
別
委
員
会
で
調
査
中

の
案
件
で
す
の
で
、
こ
れ
以

上
の
質
問
は
控
え
ま
す
。

　
　

小
森
イ
ン
タ
ー
は
、
入

谷
方
面
か
ら
の
上
り
口
が
、

わ
か
り
づ
ら
い
の
で
は
。

　
　

指
摘
の
と
お
り
だ
。
そ

こ
は
警
察
に
も
お
願
い
し
た

い
。

　
　

側
溝
に
フ
タ
が
あ
る
と
、

最
悪
の
事
態
を
回
避
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
も
認
識
し
て
い
る
。

警
察
と
道
路
維
持
管
理
事
務

所
へ
伝
え
て
お
り
、
引
き
続

き
確
認
す
る
。

今野 雄紀 議員

　
　

改
良
復
旧
事
業
と
し
て

ふ
化
場
の
完
成
し
た
八
幡
川
、

水
尻
川
を
、
多
自
然
川
づ
く

り
で
取
り
組
み
、
遡
上
環
境

の
確
保
や
隈
さ
ん
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
あ
っ
た
親

水
性
の
確
保
に
も
、
効
果
的

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

サ
ケ
の
遡
上
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
。
八

幡
川
は
、
県
の
了
解
を
得
て
、

下
ま
で
歩
い
て
行
け
る
つ
く

り
に
し
た
。

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

町
長
　
維
持
出
張
所
へ
引
き
続
き
要
望
す
る

　
　

歌
津
商
店
街
を
観
光
と

結
ぶ
事
が
大
事
だ
が
、
仮
設

跡
地
の
利
用
方
法
は
。

　
　

昨
年
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
議
論
し
た
が
、
広
場
と

駐
車
場
を
整
備
す
る
。

　
　

う
た
ち
ゃ
ん
橋
を
活
か

し
た
活
用
を
考
え
て
は
。

　
　

残
し
て
欲
し
い
声
が
少

な
い
の
で
、
撤
去
工
事
を
実

施
す
る
。

　
　

町
に
何
度
も
話
し
た
が

﹁
管
理
は
そ
ち
ら
で
や
る
よ

う
に
﹂
と
言
わ
れ
、
ガ
ッ
カ

リ
し
て
い
た
。
震
災
遺
構
に

繋
が
る
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

夏
祭
り
に
は
賑
わ
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　

オ
ー
プ
ン
か
ら
ハ
マ
ー

レ
に
は
18
万
人
以
上
の
集
客

が
あ
っ
た
。
景
観
も
功
を
奏

し
賑
わ
っ
て
い
る
。
18
万
の

数
字
は
驚
き
の
出
足
と
思
う
。

　
　

私
の
見
方
は
町
長
と
違

う
。
設
置
予
定
の
体
験
交
流

館
の
中
身
は
。

　
　

２
０
０
０
万
円
の
県
の

補
助
で
、
交
流
室
の
面
積
は

60
㎡
程
で
あ
る
。

　
　

チ
ッ
ポ
ケ
な
も
の
で
は

な
く
、
地
図
に
載
る
よ
う
な

一
体
型
で
整
備
出
来
な
い
か
。

　
　

道
の
駅
が
こ
の
町
に
二

つ
必
要
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

答 答問 問 の
印
刷
も
含
め
て
委
託
し
て

い
る
。

　
　

直
接
病
院
と
ウ
ジ
エ
・

高
校
と
回
れ
ば
、
乗
継
が
な

く
時
短
に
な
る
の
で
な
い
か
。

　
　

運
行
会
社
と
Ｋ
Ｃ
Ｓ
と

で
調
整
し
て
お
り
、
９
月
に

ダ
イ
ヤ
改
正
し
た
。

　
　

免
許
の
無
い
人
が
利
用

す
る
の
で
十
分
な
利
便
性
の

確
保
と
料
金
の
見
直
し
が
必

要
で
は
。

　
　

運
行
会
社
は
委
託
料
だ

ハ
マ
ー
レ
商
店
街
に
道
の
駅
を
考
え
よ

町
長
　
町
内
に
二
つ
は
要
ら
な
い

道の駅整備

答 問

答 問
　
　

難
聴
障
害
者
の
多
く
は

早
期
発
見
が
大
事
。
町
と
し

て
取
り
組
む
考
え
は
。

　
　

生
後
３
日
以
内
の
新
生

児
聴
覚
検
査
を
実
施
す
る
こ

け
で
は
な
く
運
賃
収
益
も
見

込
ん
で
い
る
の
で
難
し
い
。

と
が
重
要
で
、
30
年
度
か
ら

導
入
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

　
　

助
成
額
は
。

　
　

５
０
０
０
円
を
上
限
と

し
た
い
。

賑わいが続くためには

　
　

物
販
施
設
の
整
備
を
切

望
し
て
い
る
町
民
が
い
る
こ

と
を
考
え
て
欲
し
い
。

　
　

今
回
の
交
流
施
設
は
物

販
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、

商
店
街
と
一
体
と
な
り
賑
わ

い
を
創
り
出
す
場
で
あ
る
。

一
日
も
早
い
安
心
を

逆走を防ぐ手段を

川に親しむ空間を
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  請　願　書
請願６の1

　　【請願要旨】

　この請願は採択されました。　　　　 この陳情は採択されました。

議会へのお願い議会へのお願い
  陳　情　書

陳情６の1

 「全国森林環境税の創設に関する意見書 　
　採択」に関する陳情について

　森林の公益的機能を継続して確保し、保全

を担う森林・林業・山村対策の抜本的強化を

はかる「全国森林環境税」導入の実現を求め、

貴議会での意見書の採択とともに政府等関係

要路に意見書の提出をお願いするものです。

陳 情 者　　全国森林環境税創設促進議員連盟

　　　　　　会長　　板垣　一徳

　　【陳情内容】

発議第４号　　　宮城県国民健康保険運営方針案に係る意見書の提出について

１　宮城県は、事業費納付金・標準保険料試算を一刻も早く公表すること。

２　平成３０年度以降も、現在以上に保険料を上げないこと。

３　今後は財政的責任の主体となる宮城県において、県民への影響を勘案し、一般会計からの

　　法定外繰り入れ、保険料決定など、市町村における独自権限を侵害しないこと。

４　準備が整わないまま拙速な実施はせず、場合によっては延期も検討すること。

５　国に対し、負担感が強い保険料（税）の是正、国民健康保険の安定的な運営のため、十分

　　な財源措置を検討するよう求めること。

意見書送付先　　宮城県知事

議員提出議案

　　県道泊崎半島線に関する請願書

　県道泊崎半島線を水産関連復興道路として

整備するよう県に強く働きかけて頂く事を請

願します。

請 願 者　　県道泊崎半島線を考える協議会

　　　　　　代表　　中山契約会長

　　　　　　　　　　　　最知　隆ほか５名

紹介議員　　三浦　清人　　　阿部　　建

　　　　　　高橋　兼次　　　及川　幸子

民生教育常任委員会に付託されていた請願・陳情の審査報告
受理番号　  付託年月日　　   　　 件　名　　　　  委員会の審査結果　　　　　採決結果

請願５の１

陳情５の２

平成29年

６月19日

平成29年

６月19日

宮城県国民健康保険運営方針案に

係る意見書採択についての請願

就学援助の拡充と運用の見直しを

求める陳情書

この請願は採択されました

この陳情は採択されました

採択すべきもの

採択すべきもの

発議第５号　　　「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出について

平成２９年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財

源に充てるため、個人住民税均等割等の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく

負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成３０年度税制改正

において結論を得る」と明記されたことから、森林・林業・山村対策の抜本的強化をはかるた

めの「全国森林環境税」の早期導入を強く求める。

意見書送付先　　内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・農林水産大臣・環境大臣・経済産業大臣・衆議院議長・参議院議長

上記２件の発議は可決され、意見書を提出しました。

議
案
一
覧 

〜 

９
月
定
例
議
会

９月定例議会提出　議案一覧　４２件
（条例改正・廃止７件、財産取得・貸付３件、工事関係１１件、補正予算７件、決算認定及び報告１２件、

議員提出議案２件））

議案第７５号　新志津川保育所の位置と定員を設定。

定員は１２０人から９０人に。

議案第７６号　上位法の改正により、介護保険条例

の文言を整理。

議案第７７号　登記完了に伴い、志津川３団地の住

所を条例で規定。

議案第７８号　上位法の改正により、町営住宅条例を

改正。入居者の収入申告義務を緩和。

議案第７９号　消防団の再編成に合わせ、定員を改

正。６３０人から５００人に。→ P7

議案第８０号　特定教育・保育施設等に関して、支

給認定証交付を任意に。

議案第８１号　企業誘致のための減税条例を廃止。

これまでの対象事業者はなし。

議案第８２号　「マチドマ」に設置するカフェへのス

ペース貸付料を 1/4 に減額。→ P7

議案第８３号　田ノ浦漁港船揚場復旧工事を１億３，

２００万円で阿部伊組と請負契約するもの。

議案第８４号　広畑橋復旧工事を７，０００万円で

遠藤組と請負契約するもの。

議案第８５号　八幡川中橋付近の築堤護岸工事を６

億９，０００万円で升川建設と請負契約するもの。

議案第８６号　志津川建設と締結した志津川保育所建

設工事を３億４，０００万円から９５万円増額するもの。
　　　　

議案第８７号　サトー・阿部藤・沼正ＪＶと締結し

た保呂毛橋復旧工事を３億９，７００万円から４，
２００万円増額するもの。

議案第８８号　阿部藤・サトー・沼正ＪＶと締結し

た竹川原橋復旧工事を５億８，６００万円から４，
８００万円減額するもの。

議案第８９号　田名部・沼正ＪＶと締結した竹下橋

復旧工事を２億２，１００万円から１，９００万円

増額するもの。

議案第９０号　ＵＲ都市機構と締結した土地区画整

理事業を５７億２，１００万円から１７億４，００
０万円増額するもの。→ P7

議案第９１号　ＵＲ都市機構と締結した志津川西地

区防災集団移転事業を３６億５，３００万円から２
億９，１００万円増額するもの。

議案第９２号　ＵＲ都市機構と締結した連絡道路整

備事業を３１億４，７００万円から７億５，８００
万円増額するもの。また、工期を１年半延長し、平
成３１年３月に。

議案第９３号　学校給食センターの備品を中西製作

所から８００万円で購入。

議案第９４号　平成２９年度一般会計補正予算（第

２号）→ P6

議案第９５号　平成２９年度国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）→ P6

議案第９６号　平成２９年度後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）

議案第９７号　平成２９年度介護保険特別会計補正。→ P7

議案第９８号　平成２９年度漁業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）

議案第９９号　平成２９年度公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）

議案第１００号　平成２９年度水道事業会計補正予

算（第２号）→ P7

報告　第７号　平成２８年度決算の健全化判断比率

を報告。いずれの数値も問題なし。

報告　第８号　平成２８年度決算の資金不足比率の

報告。いずれも資金不足の発生なし。

認定　第１号　平成２８年度一般会計決算→ P2〜P5

認定　第２号　平成２８年度国民健康保険特別会計決算→ P5

認定　第３号　平成２８年度後期高齢者医療特別会

計決算→ P5

認定　第４号　平成２８年度介護保険特別会計決算→ P5

認定　第５号　平成２８年度市場事業特別会計決算→ P5

認定　第６号　平成２８年度漁業集落排水事業特別

会計決算→ P5

認定　第７号　平成２８年度公共下水道事業特別会

計決算→ P5

認定　第８号　平成２８年度水道事業会計決算→ P5

認定　第９号　平成２８年度病院事業会計決算→ P5

認定第１０号　平成２８年度訪問看護ステーション

事業会計決算→ P5

議案第１０１号　平磯線等の道路改良工事を１億３，

０００万円で遠藤組と請負契約するもの。

議案第１０２号　消防ポンプ付積載車４台を古川ポ

ンプ製作所から３，１００万円で購入するもの。

発議　第４号　宮城県の国保運営方針に関する意見

書を提出するもの。→ P19

発議　第５号　「全国森林環境税」創設に関する意見

書を提出するもの。→ P19
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積極的に進め、スリム化を図

っていかなければならないの

は明確だが、これまで財政事

情を理由に公共施設の統廃合

が進められてきており、住民

にとって行政が遠い存在とい

う感じが強くなっていること

は否めない。中でも生徒数の

減少などを理由に小中学校の

統廃合が進められてきたこと

は、人口減少の悪循環の原因

の一つと考えられており、Ｐ

ＴＡ活動等の地域活力の低下

なども懸念されることから、

子育て支援や教育施設につい

ては安易に統廃合を行うべき

ではなく、住民の意向を尊重

し十分な説明・検討を行いな

がら進めるべきである。

　今後、公共施設等総合管理

計画において適正な施設管理

を図るうえでは、上記の他、

人口動向や財政状況、活用で

きる補助事業や制度を的確に

把握するとともに計画に盛り

込み、将来負担をできるだけ

軽減するためにも、施設の利

用状況等も勘案しながら積極

民生教育
常任委員会

「将来につけを回さない社会へ」

調査の結果

　エコタウンへの挑戦を掲げ、

バイオマス産業都市構想の採択

を受けている当町において、住

民の環境への関心は決して低く

はない。自然との共存が重要で

あることは住民全体の共通理解

であると言ってよい。しかし、

環境基準に適合する規模の自前

的な施設の用途転換も含めた

統廃合・複合化・民間譲渡な

ど柔軟な検討と対応が必要で

ある。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

総　務
常任委員会

「適切な施設管理を」
調査の結果

　公共施設等の維持管理につい

ては、公共施設等総合管理計画

を策定しているものの、復旧・

復興事業による施設整備が今後

も計画されていることや施設ご

との明確な補修・修繕計画、施

設の廃止計画等が記載されてい

ないこと、施設ごとの維持管理

産業建設
常任委員会

「リーダーとなる人材育成」

調査の結果

　大震災から６年が経過し、我

が町の再建も最終段階を迎えて

いる。観光産業も大きく姿を変

えながら上昇傾向を辿っている

が、その中で求められているの

は、おもてなしを担う人材の養

成である。これまでに「まちむ

ら交流きこう」などで学んだ多

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

費の一元管理がなされていな

いことなどから明確な維持管

理経費が見えないため、より

具体な実施計画を策定して管

理を行っていかなければなら

ない。

　人口減少に反比例する施設

の増加は、財政逼迫への大き

な要因であるため、施設の統

廃合や複合化、民間譲渡など

　平成29年6月21日と8
月10日、シルク総合開発
へ貸し付けていた町有財
産の現状と公共施設維持
管理経費の見通しについ
て町建設課から聞き取り
調査を行った。

　平成29年8月21日、町
の交流人口拡大への取り
組みと課題及び民泊の受
入状況と今後の見通しに
ついて町商工観光課から
聞き取り調査を行った。

くの方々も高齢化が進んでおり、

切れ目のない後継者育成は喫緊

の課題であり、観光振興を前面

に掲げる我が町が最も取り組ん

でいかなければならない事業で

ある。

　その中で特に求められるのは、

チームリーダーの養成である。

　平成29年7月27日、ご
み処理の現状について環
境対策課から聞き取り調
査を行い、8月2日に今年
度から焼却灰の最終処分
を委託している秋田県小
坂町のグリーンフィル小
坂を現地調査した。

焼却施設を持つことは、費用の

面でも技術的な面でも極めて難

しい。

　現実的には、焼却処分と最終

処分をほかの自治体にお願いす

る今の状況を継続していく必要

があるだろう。企業城下町であ

る秋田県小坂町の最終処分施設

は、環境への配慮、埋め立て容

量の余力、地元での実績を考え

ても優良な施設でありコストも

安い。

　しかしながら、当面の問題は

クリアできても、将来的な課題

の解決をみたわけではなく、処

分が可能な間に、ごみの減量化、

発生抑制、再資源化の取り組み

を前に進めなければならない。

　そこで重要なのは、住民一人

一人が当事者意識をもって、将

来世代につけを回さないために

小さな取り組みを積み重ねてい

くことである。当町でも、徳島

県上勝町のようにゼロ・ウェイ

スト宣言を検討すべきと考え

る。また、自分たちの生活から

出たごみの処分を、別な地域の

人たちに頼らざるを得ないとい

う現状を、私たちはもっと広く

認識し、深く考えなければなら

ない。

　そのために、小坂町との相互

交流を深める取り組みを提案す

る。持続的発展が可能な社会の

構築には、成果の見える化が必

須である。外との関係の中で、

内の取り組みの意味を気付かせ

ることは、住民の意識を変えて

いく一助になり得るものと考え

る。

　子や孫の代へと続く循環の一

歩目を踏み出している当町の環

境行政が、住民目線で住民とと

もに歩み続けていくことを期待

し、そのために必要と思われる

取り組みの提案を加えて、結び

とする。

チームをまとめ事業を伸ばして

いける優れた人材を配すること

が、組織の強化と事業展開には

欠かせないものであり、しっか

りとした目に見える形にしてい

かなければならない。

　震災後に大きな後退を余儀な

くされた民泊事業も、現場の努

力によって受け入れ家庭も以前

の５０％くらいまで持ち直して

きてはいるものの、これからの

展開を考えるとまだまだ増やし

ていく必要があり、町の広報紙

なども活用しながら広く呼び掛

けていくことが求められる。

　我が町の観光産業の発展のた

め、行政と観光協会そして民間

が協力し合い、組織の中でその

役割をこれまで以上にしっかり

果たしていくことが望まれる。



わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言
皆さんの考えをお聞かせください。

編
集
後
記

　

広
報
は
紙
面
の
都
合
が

あ
り
、
議
会
の
全
部
を
伝

え
る
こ
と
は
難
し
く
、
編

集
に
当
た
っ
て
は
、
「
要

点
を
分
か
り
や
す
く
」
を

基
本
に
し
て
い
る
た
め
、

議
場
の
雰
囲
気
を
十
分
に

伝
わ
ら
な
い
部
分
も
あ
り
、

委
員
一
同
苦
心
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

復
興
が
進
み
新
し
い
町

の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た

が
、
内
外
に
た
く
さ
ん
の

課
題
が
あ
り
、
住
民
に
一

番
近
い
議
会
の
役
割
は
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
が
新
し
く
な
り
、

議
会
も
町
民
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
広
報
が
届
く
こ
ろ

に
は
新
し
い
体
制
が
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
議
場
に
来
て
、
自
分

が
議
場
に
立
つ
こ
と
も
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　

 

小
野
寺
久
幸

﹁
こ
の
町
が
好
き
だ
か
ら
﹂

　
　
荒
町

小 
林
　
岬
太
郎  

さ
ん

　

私
が
南
三
陸
町
に
転
校
し
て
来

て
か
ら
十
一
年
が
経
ち
、
多
く
の

人
々
と
出
会
い
こ
の
町
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

六
年
前
に
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
町
が
壊
滅
し
た
と
き
は
、
不

安
で
い
っ
ぱ
い
の
日
々
で
し
た
が
、

今
で
は
さ
ん
さ
ん
商
店
街
や
ア
ッ

プ
ル
タ
ウ
ン
、
高
台
に
は
家
も
建

ち
始
め
、
復
興
が
進
ん
で
い
る
の

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
復
興
事
業
で
失
わ
れ

た
も
の
も
あ
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
い
つ
も
高
校
の
登
下
校
中

に
通
る
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は

毎
年
鮭
が
産
卵
を
し
に
戻
っ
て
き

ま
す
が
今
で
は
鮭
を
見
る
こ
と
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
橋

を
造
る
た
め
川
を
埋
め
立
て
、
多

く
の
土
を
使
い
流
れ
を
遮
っ
て
い

る
の
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

復
興
を
し
て
い
く
上
で
は
し
か

発
行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

皆さん議会傍聴に来てください
次回の定例議会は 12 月を予定しています。

● 日程等は議会事務局にお問い合わせください。　TEL (0226)  46－1375 

議
会
広
報
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　

  

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　
　

副
委
員
長　

小
野
寺
久
幸

　
　
　

委　
　

員　

今
野　

雄
紀

　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡　

賢
一

　
　
　
　
　
　
　
　

及
川　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
明　
　

た
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
少
し
で
も
自
然
に
及
ぼ

す
影
響
を
い
ま
ま
で
以
上
に
計
算

し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
三
陸
町
は
自
然
が
と
て
も
綺
麗

だ
か
ら
。

　

豊
か
な
自
然
を
取
り
戻
す
こ
と

は
、
皆
さ
ん
が
望
ん
で
い
る
こ
と

で
す
の
で
、
一
日
も
早
く
復
興
が

完
遂
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ホームページは「南三陸町議会」で検索できます。

﹁
住
み
や
す
い
場
所
﹂

　
　
枡
沢

　
　

熊 

谷
　
広 

平  

さ
ん

　

震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
町
の
景

観
は
日
に
日
に
変
わ
っ
て
い
く
中
、

こ
の
町
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
で
も

あ
り
不
安
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
大
阪
か
ら
一
年
ぶ
り
に

上
司
が
バ
イ
ク
で
遊
び
に
来
た
際

に
﹁
三
陸
道
が
志
津
川
ま
で
来
た

ん
だ
ね
。
と
て
も
楽
に
な
っ
た

よ
﹂
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も

よ
く
利
用
し
て
い
る
の
で
す
が
改

ま
っ
て
言
わ
れ
る
と
復
興
が
進
ん

で
い
る
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

で
す
が
ま
だ
復
興
の
途
中
、
未

来
の
南
三
陸
町
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
私
の
意
見
と
し
ま

し
て
は
子
供
達
が
笑
顔
で
住
め
る

町
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
や
遊
び
場
の
充
実
、

子
育
て
世
代
に
住
み
易
い
町
に
な

れ
ば
人
口
も
増
え
た
り
す
る
の
か

な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
も
出
来
て
町

外
か
ら
来
ら
れ
る
方
も
多
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の

賑
わ
い
を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終

わ
ら
せ
な
い
魅
力
的
な
町
に
な
っ

て
い
け
ば
良
い
な
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
子
育
て
支
援
は
、
他
市

町
よ
り
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
な
る
拡
充
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

﹁
魅
力
的
な
ま
ち
﹂
と
は
、
皆
が

こ
の
ま
ち
を
好
き
に
な
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
か
ら

議
会
か
ら
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